
ポスト２０２０を見据えた中野区の取組  （概要）  

基本的な考え方  

○様々な主体による大会への直接的・間接的な参加を促進し、地域活動や公益活動の活性化

に繋げます。 
 

○大会の開催を、単なる一過性のスポーツイベントに留まらせるのではなく、区民の長期的な

スポーツ活動・健康づくりの推進に繋げます。 
 

○区民の国際理解や障害者理解の促進を図り、多様性を尊重した誰もが暮らしやすいまちづく

りを進めます。 
 

○国内外の来街者の誘致等による地域経済の活性化を図り、持続的なまちづくりのための契

機とします。 

Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 

東京2020大会開催 

目指すまちの姿 

スポーツに 

関心を持つ人の増加 

（する・観る） 

スポーツ・健康づくり 

の環境整備 

 生涯を通じてスポーツや身体活動、学習を行うことで、自分に適したライフスタイルを築き、主体

的にスポーツや健康づくりに取り組む区民が増えています。 

スポーツ・健康づくりで活力のあふれるまち 

平和の森公園新体育館など、

スポーツ・健康づくりの場を整

備します。また、東京２０２０大

会公式練習会場の誘致、オリ

ンピアン・パラリンピアンとの交

流などを通じて、スポーツに親

しみをもつ機会を創出します。 

Ⅱ 

「スポーツ・健康づくり

ムーブメント」のより一層

の推進 

日常的に運動・スポーツ

を行い、健康でいきいきと

過ごせる地域づくり 

発展の方向性 生み出す成果 取組の方向性 

 東京２０２０大会開催に向けた取組を契機として、ボランティア文化が定着し、地域活動・公益活

動の担い手が増加しています。 

スポーツ・観光・国際交流にお

けるボランティア人材を育成し

ます。また、「東京２０２０参画

プログラム」の活用促進や公

益活動助成により、区内団体

などの活動を支援します。 

大会にみんなで参加し、地域での支えあいが広がるまち 

ボランティア活動 

の活発化 

Ⅰ 

区内団体などの 

活動の活性化 

ボランティア経験者が地

域活動の担い手として活

躍する環境の整備 

大会を通じてできた地域

の人々の繋がりを強化 

発展の方向性 生み出す成果 取組の方向性 

グローバルな活動 

の環境整備 

 国内外の来街者に向けた都市基盤の整備、環境負荷の少ないまちづくりの進展等により、グロー

バルな業務商業活動の拠点や観光・ビジネス・居住先としての魅力が高まっています。 

多彩な魅力で選ばれるまち 

国内外からの 

来街者の増加 民泊の仕組み構築、多言語

対応、中野駅周辺都市再生

プロジェクトの進展などにより、

国内外の人々が訪れたいと思

うまちを目指します。 

Ⅳ 

新規来街者のほかリピー

ター確保を視野に入れる 

既存ストックを有効活用し

つつソフト・ハード両面にお

けるまちの魅力向上 

発展の方向性 生み出す成果 取組の方向性 

 高齢者、障害者、外国人など、様々な区民に対する理解、文化・伝統・歴史に対する理解を深め、

誰もが生活しやすいまちとなっています。 

多様性を尊重するまち 

外国人や障害者との 

交流機会の増加 

国民の誇り 

文化・伝統の再発見 

全ての区立学校においてオリ

ンピック・パラリンピック教育を

推進するほか、ユニバーサル

デザインの普及啓発を図りま

す。また、区内の歴史・文化・

観光資源の魅力発信を強化

します。 

Ⅲ 

ユニバーサルデザインの

考え方の浸透 

区内の歴史・文化・伝統

の継承、国際感覚豊か

な人材の育成 

発展の方向性 生み出す成果 取組の方向性 

成果の継承・発展 
大会開催に向けた取組 

ポスト2020の取組 

2017 2025 
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の中野 

成 果 

取組の継続推進 


